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まった命:よ、生み轟す人の1まずむ曇郵□から塗まれた0ま ぐ

ざまなものたち。わくわくだったしj、 そわ桑わなったし1、 ′3、わふれだ,~
たし∫、ざわざわだった

'1。
しヽみんなB曇 8と 、長んなコ曇自①透(資 よ

t:そ う人ボゝヽて、さまざまなものたち:よ『作品』 :ミ なるのです。 ・ 全,
そんな粂轟;ミ 由会う私なため曇コ醸も争つとlまずみます。態 F曇 曇□:よ
ずむ7-卜 震」の紹介文章:ミ ;よミんな童葉が添えられています。そして、
そんな素鹸な作品を生み畿守人とそれを傷み込んで tヽ ろ奮闘が、こミ
『カプカプ川和」 }ミ :よ広がっています。
こミ:1来 ると、警殺iぎ くたちが「常識』と思ってしヽたことが、軽やか菫
〈つがえられていさます。
こσ)空間:=―拳鼠を:轟ふ入れると、人壼でミれまで経験したミとのない
大歓選を誰でも受けます。
Fあなた;まだれ ?』 「どこから来たの ?」 「畿:舞 くヽつ ?」 「季よう:よ
な|こ をしました ?曇 「・ 。・」注文をする歳もその後も、その歓迎 (洗礼
:よやむことを知し1ま せた。
:ざ くたち;よ、この今まで経験したことのない出来事!ミ遭還して、なんと
1彗 奪ヽ爵_壽でL乎静奎像つた場i■、、も聾ヾ季lよじ曇ます年桑上で、_ミ れまで曇鱚
『常識」を7/♭鐵転させ、「この大歓迎は、容が絶l■ なヽいからなのか ,

これ:ま彼らが空気を読めないからか ,・ ・」と自聞自答しながら自分の心
その余韻の中で不思轟な思い:こ 襲われるのです。「本当1よあんな風にスト 二壬
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。・しヽやま
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せ

つ
いしヽだろうな～でもそんなことしたら・・・」と。そして家:こ 帰ってあの不思議な体験を思い出しながらまた思うのです。
あの力♭一の匂いととも費、もう一度ふの素歌な世界を味わってみたいな～と。
|ご くたち:よ普殺、無らず得らず:ミ権手を誇もんばか爾、1寸度しながお生゛ています。まるで空気を吸うよう:=「常識」を;雪め
込み、気づかないうちにがんじがら轟;=縛られているのかもしれません。そして気付くと職場でも家庭でもしヽろしヽろな懸態が生
み出され、疲象笥ってしヽも自分資′3、 ≧気付く時があし1ます。
でも、そんな哺縫:め 与ヽ―曝::こ して購孝放たれる宮蘭がミミ;ミ |よある命です。そして思うのです。もしかしたらぱくたち (障が
いの農る人なしヽ人も)め 壼ヾ拳ているこ鉾世界鐘、賓ままもっともっと素鑢らしtヽ世尋なんじゃないか 。・ 。と
いま懸 tヽて,簿 :し てヽ.響 iし てヽスト彗スが溜まってしまった 1`、 思ったよう:ミ相手 :こ思tヽが伝れらず人閣不億まミ
しヽたし1・ ・ 。そんな生季づらし難合の申で一生懸命壼挙てしヽる、あなた。ぜひ、ふなたも一度長の「鸞轟」
扉菫義いて轟ませんか。黍っと鋼日から、あなた白毒曇犠ボ
ちょっとだけ|まずみだし、そしてちょっとだ錆前角争:=賛イヒしていく
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